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30年後に実現したい兵庫の「多彩な交流社会」の姿は・・・！
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3332 次は、地域ごとの「地域ビジョン」を見てみよう！

兵庫のめざす「多彩な交流社会」とは、どんな姿？
めざす将来像10 地域の交流･持続を支える基盤を整える

◆地域で協働しながら、自分たちで地域づくりの財源を確保する
など、自立した地域の運営をすすめよう
◆地域をつくる人を育て、企業も地域づくりに参画しよう
◆地域づくり活動を支援する地域ファンド（基金）をつくろう
◆交流や産業を支えるインフラ基盤を適切に管理し、整備しよう
◆民間の資金や技術を活用して、公共サービスの充実を図ろう
◆元気な地域活動や民間活動を行政はしっかり下支えしよう

みんなで取り組む　協働シナリオ10

確かな地域経営を支える交流・持続基盤づくり住民みずからが地域の将来について考えたり、行政だ
けでなく地域の団体やＮＰＯ、企業とも手を組んで地
域で起こった課題を解決できるようになっているんだ。
こうした「新しい公」が広がり、人の交流やモノの移動
を支える道路、鉄道といった基盤も整うことで地域が
自立しているんだ。

□住民主体での地域の企画･運営がなされている。
□地域づくり人材の育成、地域づくりに企業も参画している。
□住民出資の「まちづくり会社」が地域を支えている。
□交通インフラ、情報インフラが計画的に整備、修繕･管理されて
いる。
□行財政構造改革が進み、公民連携で地域づくりが進んでいる。

めざす将来像11 個性を生かした地域の自立と地域間連携で元気を生み出す

まちとむらの交流がさかんになって、集落は豊かな個
性を生かして元気を取り戻しているし、地方の中心都
市は生活しやすいコンパクトなまちになってるわ。
ニュータウンは緑とゆとりの空間あるまちとして若い
人たちが広く住んでいるし、大都市は、多様な人が安
心して暮らせるまちになっているの。

□まちからむらへの人の流れが増え、集落が活性化している。
□生活機能が集約化・拠点化されたまちへと変化している。
□若年世代が住み加わり、職住学の近接により、昼間もにぎわい
があふれている。
□多選択・多参画型のまちづくりが進む大都市になっている。
□行政区域を越えた地域間の連携で自立的な圏域を形成してい
る。

めざす将来像12 世界との交流を兵庫の未来へ結ぶ

みんなで取り組む　協働シナリオ11

個性を生かし自立する多彩で元気な地域づくり

◆国内外の特色ある人材が集まるような、アジアの人材育
成の拠点をつくろう
◆兵庫ならではの経験や蓄積を生かして、海外との貢献と
交流の輪を広げよう
◆外国人県民にも暮らしやすい、多文化と共生する地域を
つくろう
◆空港や港湾のネットワーク機能の充実で国際競争力を強
めよう

みんなで取り組む　協働シナリオ12

アジア交流圏による世界に開かれた
兵庫づくり

多自然地域の生活サービ
スを確保するために、住
民が出資して、むらのスー
パーマーケットを運営して
いるところもあるわ。

ＮＰＯを設立したりして、
むら以外の外の人に集
落の運営を広げていく
ことも大事なんだ。
新しい考えでむらが元
気になるかもしれない！

◆集落同士や近くのまちとの連携で広域的なむらをつくろう
◆まち･むらをしっかりとつなぎ、集落でのしごとをつくり、まちからむ
らへの人やモノの流れをつくろう
◆地方の都市では、まちの中心に生活機能・サービスを集約し、コ
ンパクトなまちにしよう
◆ニュータウンの空き住宅を活用して、ゆとりある多世代共住や
就業の場づくり、子育て支援をすすめよう
◆大都市では、つながりをつくる空間づくりや多様な住まい方で
商店街やまちなかのにぎわいを再生しよう
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未来の兵庫は、アジアの人材育成の拠点になって
いるの。兵庫で育ち、学んだ人たちが国内外で活
躍して、世界と双方向に結びついた地域を形づ
くっているわ。
外国人県民も地域の人たちと助け合って暮らし
やすさを実感できるし、海外につながる交通や物
流のネットワークが兵庫を中心に広がっているわ。

□国内外の創造的な人材が集まる国際的な知の拠点となっている。
□兵庫の経験と蓄積が世界との連携を深化させている。
□外国人県民も暮らしやすい環境で地域住民と外国人県民が助
け合う社会が実現している。
□空港･港湾などのネットワークの拡大と利便性の向上が世界との
交流・連携を促進している。

※新しい公：行政、地域、企業、個人など地域社会を構成するさまざまな主体が、地域社会の共同利益のために助け合い、
　　　　　　多様な主体の参画と協働による活動領域を広く「公」ととらえる概念のこと。

海外との連携で地域づ
くりを進める事例も多い
わ。あわじ環境未来島
構想では先進国デン
マークとの連携を図って
いるの。
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